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Ⅱ 目 的 

 

１ 岡山県立大学の目的は、定款及び学則等に次のとおり定めている。 

 

（１）定 款 

岡山県立大学は、他の教育研究機関及び地域社会との自由かつ緊密な交流連携のもとに、人間・社会・自然の関係性を

重視する実学を教授研究するとともに、知性と感性を育み、豊かな教養と深い専門性を備えて新しい時代を切り拓く人材

の育成を図り、もって学術文化の進展及び地域産業の振興に寄与することを目的とする。 

 

（２）学 則 

・岡山県立大学学則第１条 

岡山県立大学は、他の教育研究機関及び地域社会との自由かつ緊密な交流連携のもとに、人間・社会・自然の関係性を

重視する実学を教授研究するとともに、知性と感性を育み、豊かな教養と深い専門性を備えて新しい時代を切り拓く人材

の育成を図り、もって学術文化の進展及び地域産業の振興に寄与することを目的とする。 

 ・岡山県立大学大学院学則第２条 

本学大学院は、現代社会の要請に応えて、人間・社会・自然の関係性を重視する実学を教授研究することにより、学術

の進展と教育の振興を図り、福祉の増進、文化の向上、並びに地域の発展に寄与するとともに、知性と感性を育み、豊か

な教養と卓越した専門性を備えて新しい時代を切り拓く実践力のある人材を育成することを目的とする。 

 

（３）第２期中期目標期間（平成25～30年度）における大学の基本的な目標 

設置団体である岡山県が策定する第２期中期目標（平成25年度～平成30年度）では、基本的な目標を定めるとともに、

各学部・研究科の学部ごとの人材育成像を定めている。 

・基本的な目的 

   岡山県立大学は、人間を取り囲むさまざまな環境の中で調和のとれた発展を期し、地域の課題や社会の要請に的確に

応えるため、「人間・社会・自然の関係性を重視する実学を創造し、地域に貢献する」ことを教育研究の理念とする。 

この理念に基づいて、学術の進展と教育の振興を図り、福祉の増進、文化の向上、地域産業の発展等に寄与する公

立大学独自の研究活動に取り組むとともに、知性と感性を育み、豊かな教養と深い専門性を備えて岡山の新しい時代

を切り拓く知識と高度な技術を身につけた実践力のある人材を育成する。 

・学士課程の人材育成像 

【保健福祉学部】 

高度で多様な能力を有し，地域社会における人々の健康の増進と福祉の充実に貢献する人材を育成する。 

【情報工学部】 

情報技術を活用して，人間を中心に据えた社会の形成に貢献できる技術者の育成を目指す。 

【デザイン学部】 

あらゆる人間生活の場で，文化面での質を向上させる多様で社会化志向の強いデザイナーを育成する。 

  ・大学院課程の人材育成像 

【保健福祉学研究科】 

[博士前期課程] 

保健・医療・福祉分野において、社会の要請に応えうる新しい知識や理論を修得する教育研究を行い、優れた指導

者、管理者、実践者等を育成する。 
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[博士後期課程] 

人間の健康問題を生命・栄養・看護・福祉など多方面から科学的に解明するとともに、これら諸分野の学術的な拠

点を構築し、保健と福祉に関する諸問題を解決できる高度な見識を備えた教育者、研究者を育成する。 

【情報系工学研究科】 

[博士前期課程] 

情報工学とその関連分野である電子、通信、機械工学等の高度な知識と柔軟な応用力をもつ技術者、研究者を育成

する。 

[博士後期課程] 

専門分野の深化と統合に留まらず、これを未知の分野に応用し、新たな問題発掘とその解決に指導的な役割を果た

せる教育者、研究者、技術者を育成する。 

【デザイン学研究科】 

[修士課程] 

デザイン理論の深化によるデザイン学の確立を目指すとともに、多様化したデザイン環境に対応するため、高度な

専門的知識・能力・技術と総合的視野を備えた指導的実務者、研究者としてのデザイナーを育成する。 

 




